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論    文    の    要    旨 
1950年代以降 Grothendieck が代数幾何学にもたらした大変革は、代数群論にも及んだ。それ
は関手的見地に立つもので、可換環 k 上の可換代数の圏において定義された群関手こそが「群」
であるとし、そのうち表現可能なものを (k 上の) アフィン群と呼ぶ。 これを表現する可換ホップ代数
が有限生成のとき、これを (k 上の) 代数群と呼ぶ。 こうして従来 k が体の場合に論じられていた
代数群が、可換環上、より一般的に論じられるようになった。 ルート・データと有理整数環 Z上の分
















１）の２定理が示すところは、スーパー代数群の構造がそれに付随する i) 代数群 G0 , ii) スーパ
ー・リー代数の奇数部および iii) その上の Lie(G0)-値対称双１次写像によって完全に決まるという
もの。 これを可換環（特に Z）上証明することで、表現に関して ２）に記したような、基礎体の標数に
依らない議論を可能にした。 これについてより詳しく述べる。 準簡約スーパー代数群とは、著者が 
Serganova のアイデアに基づき定義した概念で、おおよそスーパー代数群のうち、Z 上定義され、自
然に付随する代数群が分裂簡約なるものをいう。 これは、所謂 Chevalley 型スーパー代数群を含
む、十分に一般のスーパー代数群のクラスをなす。 G を準簡約スーパー代数群とする。これはスー
パー・ボレル部分群 B を含み、この B からスーパー・トーラス T への自然な分裂全射 B → T が
存在する。 まず T の既約表現が分類される (Corollary II.5.1.6)。 その全体は、T に付随する通
常のトーラスの指標群 Λ を以てパラメタづけられ、u(λ), λ∊Λ の形で与えられる。 この各々を
自然に B の表現と見て、その G への誘導表現を H0(λ) と書く。 
Theorem II.5.3.1. H0(λ)≠0 であれば H0(λ) は唯一の既約部分表現 L(λ) を含み、L(λ) 全
体が 互いに非同型な G の既約表現のすべて (パリティ変換を除く) を与える。 
 こうして G の既約表現は、H0(λ)≠0 なるλ全体からなる Λ の部分集合 Λ’ でパラメタづけら
れた。 ある条件のもと、この Λ’ の簡潔な記述を与える次の結果を以て (その条件が満たされる場
合に) 既約表現の分類が完成する。 
Corollary II.6.2.4.  G が著者が言うところの「際立ったスーパー放物型部分群」をもつ場合には、
Λ’ は G に付随する簡約代数群の支配的ウエイト全体の集合に一致する。 
 
















 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（ 理学 ）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
